
ま　え　が　き

『ICU 日本語教育研究』第 15 号をお届けいたします。
『ICU 日本語教育研究』をずっと発刊してきました日本語教育研究センターは、

2018 年 4 月 1 日をもって、グローバル言語教育研究センターに生まれ変わりまし
た。今後は日本語教育研究だけでなく英語教育や世界の言語の教育研究の一層の
促進のためにも所員一同精進してまいりたいと思います。また今号からデジタル
版という形での発行となります。出版母体や発行の形態は変わりますが、グロー
バル言語教育研究センターでは、今後も日本語教育になお一層の貢献をするべく、
研究・研修に励み、さらに多くの情報を発信していく所存です。引き続き『ICU
日本語教育研究』をよろしくお願いいたします。

今号には、2 本の研究論文、3 本の研究ノート、2 本の実践報告の他、当センター
の主たる活動の一つであるサマーコース報告、連続講演会およびシンポジウムの
報告を掲載いたしました。2018 年度は、「日本語教育における『学びのユニバー
サルデザイン』を考える」というテーマで講演会・ワークショップを実施いたし
ました。またグローバル言語教育研究センター研究例会を 3 回開催しました。

2019 年度は、日本語教育からは「日本語を家庭内言語としつつ『多言語多文
化環境に育った』大学生への日本語教育」というタイトルでの講演会及びワーク
ショップを、世界の言語からは「実践、体験を通して異文化理解を深める～朝鮮
半島における庶民の語り『パンソリ』」というタイトルで公演及びワークショップ
を、英語教育からは「マジョリティの特権を考えるー真のダイバーシティをめざ
して」というタイトルで講演会及びワークショップを、「クリティカル・シンキン
グを促進する言語教育」というタイトルの講演会を予定しております。

2018 年度サマーコースは、94 名の受講生を迎え、つつがなく終了し、その報
告も掲載しました。実施には学内外の多くの方々のご支援をいただきましたこと、
ここに深く感謝申し上げます。

� 2019 年 3 月 1 日
� グローバル言語教育研究センター長
� 岩田祐子

本誌の過去の号は、以下からダウンロードできますので、ご利用ください。
ICU リポジトリ : https://icu.repo.nii.ac.jp
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